
川内たかゆき後援会便り

　錦秋の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、川内たかゆき並びに後援会に対し、多
くの御指導、御支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　新型コロナウィルス感染症が猛威をふるい、第５波では県全体で過去最大となる感染者や病床使用率となり、本市でも多数のク
ラスターが発生するなど、大きな影響が見られました。一方で、ワクチン接種が順調に進み、本市では１１月 6日までに希望する
すべての方への接種が完了する予定です。年の瀬が近付き第６波の心配も出てきておりますが、これまで同様、基本的な感染防止
対策の徹底に御理解と御協力をお願いいたします。
　私としては、残された任期もしっかりと取組んでまいります。「現場第一主義」で、更に更に、元気みなぎる都城を目指し走り、動き、
伺ってまいります。宜しくお願いします！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都城市議会議員　川内　賢幸

【令和２年度都城市歳入歳出決算承認】
　９月定例会（議会）では、通常の一般会計補正予算などの審議とは別に前年度の決算審査を行います。
●決算概要

　令和２年度の決算規模は、一般会計予算額「1357 億 76447 千円」に対し、歳入決算額「1277 億 35672 千円」、歳出予算「1243
億 60184 千円」となり、実質収支は 14 億 67818 千円の黒字 （対前年度比 2.5％増） という結果でした。
●財政力指数

　「財政力指数」とは、地方公共団体の財政力を示す指数であり、財政力指数が高いほど自主財源割合が高くなり、財政力が
強い団体となります。「1」に近い程財源に余裕があることになります。
　令和２年度の財政力指数は「0.550」で、前年度より 0.009 ポイント上昇し改善しているという結果でした。
●経常収支比率

　「経常収支比率」は、毎年の収入（地方税、普通交付税など）に対し、経常的経費（人件費、扶助費など）決まった支出が
占める割合であり、80％を超える場合は、財政構造が弾力性を失いつつあるとされています。適性は 80％以下。
　令和 2年度の経常収支比率は、95.7％で、前年度より 0.2 ポイント上昇し悪化し厳しい状況。県内 9市平均 94.9％。
●公債費負担比率

　「公債費負担比率」は、公債費充当一般財源（地方債の元利償還金等の公債費に充当された一般財源）が一般財源総額に対し、
どの程度の割合になっているかを示す指標であり、15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされています。
　令和元年度は、12.1％で、前年度より 2.6 ポイント低下し改善しているという結果でした。
●市債の状況

　一般会計における市債の令和２年度末現在高は 704 億 1662 万円で、　前年度と比較すると 9 億 1243 万円減少してお
ります。これにより、市民一人当たりの市債残高はおよそ 43 万 2800 円 （前年比 0.7％減少） となります。令和２年度末
の国の借金は 1216 兆 4634 億円（コロナ禍で前年より約 102 兆円増）であり、国民一人当たり 970 万円となっています。

ふるさと納税額（令和２年度）１３５億２５００万円で日本一！
　令和２年度のふるさと納税額が、過去最高となる 135 億２５００万円となりました。

６0万件を超える寄附件数となり、全国第１位（３度目）という結果です。

　ふるさと納税は、当初予算ベースで２００を超える事業に充てられています。

　ふるさと納税の増加により、本市の歳入に占める自主財源比率は、一昨年から

５０％を超えていたが、コロナ対策費の影響で令和 2年度は 42.5％。県内９市の令和

元年度自主財源比率の平均は 37.6％であることから、本市の自主財源比率の高さが分

かります。この自主財源比率は、ふるさと納税を見直した平成２６年度から上昇傾向

となっており、健全な市政運営、市民生活向上、コロナ対策につながっています。
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◎市長の政治姿勢
◎農林畜産業
　・全日本ホルスタイン共進会代替大会の開催、人・農地プラン対応、豚
熱（ＣＳＦ）対応、スマート農業推進、農地の集積集約、担い手確保、サ
ツマイモ基腐病への対応、みやだいずの活用、畜舎への発電機購入・レン
タル助成について、鳥獣被害対策、鳥獣の個体数把握、鳥獣被害対策実施
隊について、既存農家への営農継続支援について、ＴＰＰ対応、農地中間
管理機構の取組、再造林への取組み、苗木の生産、担い手育成、耕作放棄
地対応、6 次産業化の推進、ＰＥＤ対応
◎子育て支援
　子ども宅食支援、子どもの医療費無償化への拡大、通学路の防犯カメラ
設置、児童館・放課後児童クラブ等へのＡＥＤ設置、子どもの預け先確保、
子どもの窓口一本化、小中学生の体育施設無償化について、放課後児童ク
ラブの待機児童解消について、スポーツ団体の公用バス利用、公共施設へ
のおむつ替えシート等設置、児童手当現況届の提出方法簡素化について
◎福祉
　・空き待ち児童解消、育児給付支援、福祉車両改造、民生委員・児童委
員の支援拡充、保育士研修、介護予防・日常生活支援対応について、認知
症への対応、障がいを抱える方への対応
◎市民生活
　・キャッシュレス決済、放置自転車対応、ごみ収集・減量化問題、資源
ごみ収集の在り方、高齢者クラブ支援、犬猫の適正飼育、コミュニティバ
スの充実について、市役所窓口の接遇向上、空家等管理
◎健康
　・人工透析、糖尿病、がん検診受診率向上、健康寿命延伸への取組み
◎インフラ整備
　・県立陸上競技場整備と周辺開発、山之口駅のバリアフリー化、市営住宅の更新、体育施設の維持管理、都城志布志道路、
山之口スマートＩＣ周辺開発
◎観光
　・観光インフラ整備、関之尾公園・青井岳、合宿の受け入れと支援環境整備、インバウンド対策、観光ガイドの養成、観
光ＤＭＯへの参加、観光客の宿泊率向上について
◎まちなか
　・中心市街地居住、まちなか活性化、図書館の在り方について
◎防災
　・避難所の見直し、コロナ禍での避難所運営、消防団設備の充実、消防団・自主防災組織・民生委員等との連携、災害ボ
ランティアセンターの運用について
◎まちづくり
　・過疎地域対策、自治公民化への加入促進支援について、空家対策、不審者情報共有、街灯設置、山之口スマートＩＣ付
近の開発について、外来植物対応、中山間地域の活性化、住宅等リフォーム補助、移住・定住支援
◎教育
　・性の多様性制服導入、部活動への対応について、学校の統廃合への対応について、郷土愛を育む教育の実施
◎新型コロナウイルス感染症
・ワクチン接種、学校対応、事業者支援、感染対策、市長の情報発信　など

空家等適正管理条例の作成を提案、可決！

令和元年に、1期目からの課題として取組んでいた空家等

の問題について、議会に提案し都城市議会として初めて「議

員立法審議会を立ち上げ、1年目は副座長としてこの問題

に取り組みました。結果として 2年かけて条例案が作成さ

れ、令和 3年９月議会に全会一致で可決されました。

　条例の交付は令和 4年 4月 1日予定となっています。

【主な条文内容】
◎空家等の所有者等の責務として、 周辺の生活環境に悪影響

を及ぼさないよう、 空家等の適切な管理に努めること。

◎緊急安全措置として、 市長は当該空家等が人の生命、 身体

又は財産に危害が及ぶことを避けるために緊急の必要があると

認めるときは、 所有者等の特定若しくは所有者等との折衝に時

間を要する場合又は所有者等と連絡がとれない場合に限り、 そ

の危険な状態を回避するため、 必要な最小限の措置を講ずるこ

とができる

国の指定難病「網膜色素変性症」患者への
支援拡充請願提出・可決！　

令和 2年 12 月議会では、紹介議員の一人として請願の可決

に向け取組みました。

「網膜色素変性症」は、網膜に異常をきたす遺伝性・進行性

の病気であり国の指定難病となっている病気。市内には 63

名の患者がおられ、県内では 600 名程度になります。

確実に進行を止める治療等は確立されておらず失明する場合

もあります。症状として視野の狭窄や夜盲などが見られます。

①視覚障がい者へ移動支援について、 １、 ２級以外の等級の患

者にもタクシー券交付

②暗所での視界確保を補助する暗所視支援眼鏡の助成。 1 台

40 万と高額のため福祉用具 「日常生活用具」 の給付対象に。

※この網膜色素変性症については令和 3 年 9 月 23 日

付けの宮崎日日新聞にも取り上げていただきました。



これまでの取組みについて御報告します。実現につながった

もの、そうでないものありますが、着実に前に進んで行くよう、

更に取組んでまいります！！

【実現してきたこと】
・ 自治公民館加入促進の推進
・空家管理条例 ・空家解体補助金
・資源ごみ回収の在り方
・放置自転車対応
・窓口の接遇向上
・買い物支援、 交通支援
・山之口駅の改築
・各種インフラ整備
・ まちなかでの集客事業の実施
・図書館の利活用
・移住定住者の増加

【実現してきたこと】
・ 子どもの医療費無償化
・児童館等へのＡＥＤ設置
・公共施設へのオムツシート等設置
・子どもの宅食支援事業
・放課後児童クラブ等の待機児童解消
・児童手当現況届の提出方法改善

【実現してきたこと】
・ 民生委員 ・児童委員への支援充実
・認知症への対応
・介護予防 ・日常生活支援
・がん検診対策
・国民健康保険の据え置き

【引続き取組む課題】
・ 自治公民館への加入
・空家等の適正管理
・公共施設の統廃合、 インフラ整備
・ ごみの分別、 収集の在り方
・窓口のキャッシュレス対応
・買い物支援、 交通支援
・人材育成と女性活躍推進
・実態に即した持続可能な地域づくり
・ まちなか集客の効果波及策
・市内各地区の拠点作り
・ 移住定住者増加の取組み　　　など

【引続き取組む課題】
・ 保育所等の空き待ち児童解消
・通学路への防犯カメラ設置
・小中学生の体育施設利用無償化
・子どもの貧困対策
・産前産後支援の拡充
・子ども窓口の一本化　　　　　など

【引続き取組む課題】
・ 民生委員 ・児童委員への支援　
・ 糖尿病、 人工透析への対応
・ がん検診受診率向上
・健康寿命延伸への取組み
・高齢者福祉、 障がい者支援充実
・福祉車両改造助成拡充　　　　など

【実現してきたこと】
・ 観光誘客への事業実施
・観光施設の再整備
・観光ガイドの養成
・合宿情報の発信、 支援
・ インバウンド対策

【引続き取組む課題】
・ 観光地の更なる整備、 充実
・ おもてなし体制の構築
・宿泊施設の向上と宿泊率ＵＰ
・ 国内外からの観光客誘致
・一体的な観光体制の構築　　　など

【実現してきたこと】
・ 郷土教育の充実
・少人数学校への対応
・地元就職への取組み
・学校施設の改善

【引続き取組む課題】
・ ＩＣＴ教育の充実
・小学生からの地元企業教育
・郷土愛の更なる醸成
・特色を生かした学校の在り方
・不登校、 いじめ問題への対応
・ ジェンダーレス制服の導入　　　など

【実現してきたこと】
・ 避難所の見直し
・避難所運営の利便性向上
・自主防災組織の増加
・消防団、 自主防災組織等との連携

【引続き取組む課題】
・ 避難所の在り方
・地域実態に即した避難計画、 体制
・消防団の充実
・自主防災組織の実動化
・大規模災害対応
・ まち全体の防災力向上　　　　など

【実現してきたこと】
・ 細やかな情報発信と対応
・事業者支援金の対象拡大
・飲食店関連事業者への支援金
・ ワクチン会場従事者への
　　　　　　　　　早期ワクチン接種
・かかりつけ医などでのワクチン接種

【引続き取組む課題】
・ 医師会や関係機関との更なる連携
・幅広い支援事業の確立
・ ウィズコロナ、 ポストコロナへの対応
・第 6波に備えた取組み
・ 3 回目のワクチン接種体制
・感染防止対策の啓発　　　　　　など

【実現してきたこと】
・ 新規就農者への支援事業
・スマート農業環境整備事業
・森林再造林対策事業
・ 鳥獣被害対策実施隊に有資格者配置

・サルへのＧＰＳ取付及び対策実施
・ ＣＳＦ， ＰＥＤ， 鳥フルへの対応
・ 6 次産業化の支援

【引続き取組む課題】
・ 既存農家の営農継続支援事業
・農林畜産業の担い手支援
・農地の集積 ・集約の推進
・耕作放棄地対応
・鳥獣被害対策
・ スマート農業実装
・ 6 次化産業商品の推進　　　など　
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